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１．　大容量コンクリート（約2,450m3）の一括打設について

　　ｺﾝｸﾘー ﾄ床版には通行車両の荷重や衝撃が舗装を通しそのまま伝わるため　、この繰り返し荷重によりひび割

れが生じ、これに舗装面から浸水が生じると水浸状態で繰り返し載荷を受けることによりせん断耐力の低下が著し

く、早期に損傷しやすくなることがこれまでの多くの研究により明らかとなっています。

　今回の田富高架４号橋は床版ｺﾝｸﾘｰﾄ量が Ｖ＝2,452ｍ3とかなりの大容量のものでした。

　これは一般の生ｺﾝﾌﾟﾗﾝﾄ日当たり供給能力 800ｍ3の約3倍、ｱｼﾞﾃ ﾀー車で450台の量にあたり、結果として、複数の

ﾌ゚ﾗﾝﾄから供給してもらうこととなりましたが、この大容量のｺﾝｸﾘー ﾄ床版を短時間に手際よく打設し、ｺー ﾙﾄ゙ｼ゙ｮｲﾝﾄを

生じさせず密実なｺﾝｸﾘー ﾄとすることが、橋梁そのものの耐久性に大きな影響を与えることとなります。そのためにも

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版の一括打設は絶対条件であり、この施工条件の中、いかに密実な生ｺﾝ打設が行えるかが本上部工施

施工の最も重要なﾎ゚ｲﾝﾄとなりました。

１－１　複数のプラント利用について　（上下３社の供試体　圧縮試験）

○ 生コンプラント及び材料の選定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

・ 　同じセメント、混和剤の生コンプラントを使用

・ 　各生コンプラントの通常の材料を使用

１－２　コンクリートの品質（施工前試験）

違うコンクリートプラントの生コンの混合についての検討

○ （検討）

　　・違う生コン混合による圧縮強度、色等への影響

（結果）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（σ28　コンクリートの色の違い）→

　　・　すべての混合供試体で設計強度を上回り問題はなかった

・　生コン境に色むらが生じた（生コン内部）

・ 強度に違いがある場合、低い方の圧縮強度が支配的となる

　　ばかりか、低い単体強度を下回る場合も確認された。

（対策）

　　・　違う生コンが極力混ざらないようポンプ車ごとに管理

○　流動化剤の使用について検討（スランプとポンパビリティ）

（検討）

・ 流動化剤の添加量とスランプの改善具合

・ 流動化剤添加による空気量・圧縮強度への影響

（結果）

　　・　1,000cc／m3の添加で５．５ｃｍと７．０ｃｍのスランプが

　　　２．５～４．０ｃｍ改善を確認

　　・　空気量の変化や圧縮強度への影響は確認されなかった

（対策）

・ 現場でスランプを測定し７cm以下のものについて流動化剤

　1,000cc/m3 を混合　　　　　　　　　（上：流動化前、下：流動化後）
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１－３　コンクリートの打設体制

○　打設計画の検討（タイムテーブルの作成）

　・　時間ごとの生コン供給量とポンプ車の配置状況を作成

○　打設方法の検討（人員の配 置と役割確認）

　・　６台のポンプ車、延べ４５０台のアジテータ車、１４０人の統率

（対策）

　・　 作業員及び当日の応援技術者等への勉強会の実施

１－４　コンクリートの品質（実施時）

○　生コンの品質管理

・ 生コンに間違いはないか

・ 目標時間（練落しから打設完了

　　までの時間：１時間として管理

・ スランプ管理と流動化剤管理

・ 各プラントの出荷量と打設量

　　　　がタイムテーブルどおりか

２．　排水性舗装と床版防水について

　舗装と構造物の接続部等からコンクリート床版

に侵入した雨水は、確実に排水できずに滞水する

と舗装が剥離を起こしやがては舗装自体を破壊します。

　そればかりか、床版内部の鉄筋を腐食させ、コンクリート床版の輪荷重に対する疲労抵抗を著しく損なわせ穴

が空いてしまうなど床版の寿命を短くする大きな原因となっています。

　このため、舗装端部からの雨水の侵入を防ぐこと、侵入した水を滞水させずに速やかに排水することが、コン

クリート床版の、ひいては橋梁自体の寿命を長持くすることにつながります。

　田富高架４号橋は連続高架橋のため、防水層の面積が3,320㎡と大きく、また、施工時期も７月の雨期と重な

ってしまったことから、防水層設置中の降雨による品質への影響を少なくするための対策が必要となりました。

　また、舗装面のｽﾎ゚ｯﾄﾎー ﾙの原因となる、防水層施工中に生じるシートのずれ・舗設時の温度上昇により床版水分

が蒸発等により生じるﾌ゙ﾘｽﾀﾘﾝｸ゙の防止についても併せて検討を行いました。

　また、近年、舗装技術の向上と排水性舗装による降雨時の通行車両の安全確保のため、橋梁上でも排水性

舗装が多用されるようになり、田富高架橋でも排水性舗装を採用し、雨水等に対するの防水についても工夫を

試みました。　　（舗装端部の排水概要）

○　常温防水シート（ﾀﾌｼｬｯﾄⅢ型）の採用

・ シート設置期間の短縮

・ ブリスタリング対策

○　端部の排水処理

・ 平らなタフシャット導水テープ厚さ3mmを使用

・ 舗装端部全体への導水テープ・成型目地材を設置

・ 床版高の細かな測定と水道の設置による排水

　この対策の結果、常温防水シート(ﾀﾌｼｬｯﾄⅢ型)の使用によ

り、通常の流し張りシート防水で６日程度かかる作業を約２

日（中央分離帯を境に左右各１日）で仕上げ、幸いにも雨に

打たれることなしに舗装工事を終え、供用後もブリスタリング

による舗装破壊を起こすことなく現在に至っています。


